
 

野菜袋栽培体験学習説明会 

 
次 第 

 

 

 
      と き：令和 2年 8月 28日（金） 

16時 00分～17時 00分 

ところ：JAわかやま本店大ホール 

 

 

 

 

１． 開 会 

 

 

２． あいさつ 

 

 

３． 野菜袋栽培体験学習について 

 

 

（１）令和２年度 野菜袋栽培体験学習実施日程について 

 

（２）野菜袋栽培マニュアルについて（ダイコン・ブロッコリー） 

 

（３）展示会・講演会＆表彰式について 

 

（４）その他 

 

４． 閉 会 

 

 

 

 

 

 

JAわかやま 営農生活部  

〒640-8305 和歌山市栗栖 642  

電話：０７３－４７３－９４０２ 

FAX：０７３－４７３－８７８２ 

 

 



 
★令和２年度 野菜袋栽培体験学習実施★ 
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年 月 日 日 程 

8月 28日 

 

野菜袋栽培体験学習説明会開催 

 

9月上旬 ～ 

 

各小学校へ調理実習参加校の募集 

 

9月上旬～９月中旬 

 

肥料・ダイコン種子・ブロッコリー苗等の配布 

 

10月～  

 

男性ｻｰｸﾙ「やろう会」・ＪＡ営農指導担当者 

による栽培指導 

 

1月中旬～1月下旬 

 

野菜栽培体験学習展示会 開催 

（搬入日 1月中旬 搬出日 2月上旬） 

袋栽培野菜と展示作品を展示 

 

1月下旬 

 

「食農教育についての講演会」＆表彰 開催 

 

1月中旬～2月上旬 各小学校での調理実習（出前授業） 



青首ダイコン栽培マニュアル 
 

１．準備する資材 

 

培土袋 、青首ダイコン種子（品種：冬人）、肥料 

 

２．栽培方法 

 

（１）種まき（適期：9月中旬～9月下旬） 

① 袋の上部を開け、口を広げます。 

② 袋の底に水抜きの穴を 10 箇所程度開ける、培土の表面を手で平らにします。 

③ 袋の中央部に２cm程の穴を３ヶ所あけ、１粒ずつまき、軽く土を被せます。 

④ 播種後、軽く水やりを行ってください。 

 

                       ≪ 上からの図 ≫ 

 

 

 

                               

  中央部分に３粒 

まきます 

 

 

 

  

 

 

袋の底に、10箇所程度穴を開ける 

肥料を与える場所 

                         

（２）栽培場所：日当たりの良いところに置いてください。 

 

（３）水 や り：土の表面が乾燥したら、適宜水やりを行ってください。 

 

（４）間 引 き：本葉５枚の頃に一番大きいものを１本残し、それ以外を抜き取り 

ます。（１袋に１本のダイコンを栽培します。） 

 

（５）追  肥：種まきから１か月後に、株の周りに与えてください。 

 

（６）収 穫：１月下旬～２月上旬頃が目安です。 

 

（７）害虫防除：アブラムシ、アオムシ等の害虫が発生した場合は、その都度手で 

取ってください。 

                  2 



ブロッコリー栽培マニュアル 
 

 

１．準備する資材 

 

培土袋、ブロッコリー苗（品種：アーサー）、肥料 

 

２．栽培方法 

 

（１）植え付け（適期：9月中旬～9月下旬） 

 ① 袋の上部を４０cm程度切り取り、植え付け場所を作ります。 

 ② 約３０ｃｍ間隔で２株ずつ植え付け、深さは苗の土が隠れる程度にします。 

 ③ 植え付け後、水抜きの穴を開け、水やりを行ってください。 

 

 

             
 

≪ 上からの図 ≫       ≪ 横からの図 ≫ 

切り取る 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

    肥料を与える場所      袋の底に、１０か所程度穴を開ける 

 

 

（２）栽培場所：日当たりの良い所に置いてください。 

 

（３）水 や り：土の表面が乾燥したら、適宜水やりを行ってください。 

 

（４）追  肥：植え付け１か月後に、株と株の間に与えてください。 

 

（５）収  穫：つぼみが見え始めてから約１か月で収穫可能です。 

大きさが直径１２ｃｍ以上で収穫してください。（1月上旬～下旬頃） 

 

（６）害虫防除：アブラムシ、アオムシ等の害虫が発生した場合は、その都度手で 

取ってください。 
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× 


